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歴
史
認
識
理
論
に
お
け
る
精
神
分
析
の
痕
跡

ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の
『
パ
サ
ー
ジ
ュ
論
』
に
お
け
る
運
命
と
解
放

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ナ
イ
シ
ュ
タ
ッ
ト

Ⅰ
　
序

　
二
〇
世
紀
を
通
じ
て
、
歴
史
記
述
は
、
人
文
科
学
の
形
態
や
そ
の
変
形
と
も
関
わ
る
哲
学
的
な
衝
撃
や
認
識
論
上
の
衝
撃
を

受
け
て
き
た
。
歴
史
理
論
の
変
容
に
と
も
な
っ
て
他
の
人
文
科
学
は
認
識
論
的
に
新
た
に
方
向
づ
け
ら
れ
、
現
代
哲
学
は
転
回

し
て
き
た
の
だ
が
、
本
論
で
は
こ
う
し
た
変
容
の
す
べ
て
を
列
挙
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
現
代
の
歴
史
記
述
に
お
け
る
決
定

的
な
変
化
を
三
点
だ
け
指
摘
し
て
お
こ
う
。

（
1
）　
解
釈
学
的
な
転
換

―
歴
史
家
の
理
解
や
解
釈
を
歴
史
認
識
の
構
造
に
お
け
る
能
動
的
な
結
果
と
み
な
す
こ
と
。

（
2
）　
社
会
学
的
な
転
換

―
社
会
や
歴
史
の
長
期
的
な
構
造
に
即
し
て
歴
史
記
述
の
次
元
を
再
設
定
す
る
こ
と
。
こ
の
場
合
、

個
々
の
出
来
事
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
構
成
さ
れ
る
歴
史
記
述
は
退
け
ら
れ
る
。

（
3
）　
言
語
学
的
な
転
換

―
歴
史
の
エ
ク
リ
チ
ュ
ー
ル
（
歴
史
の
物
語
）
、
さ
ら
に
は
、
歴
史
記
述
の
テ
ク
ス
ト
の
エ
ク
リ

チ
ュ
ー
ル
に
対
す
る
認
識
論
的
な
視
座
を
修
正
す
る
こ
と
。
歴
史
記
述
の
分
野
に
テ
ク
ス
ト
理
論
や
言
語
理
論
を
め
ぐ
る
議
論

を
導
入
す
る
こ
と
。
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こ
れ
ら
の
歴
史
記
述
の
変
容
（
私
た
ち
は
二
〇
世
紀
の
哲
学
の
変
容
と
絡
め
て
、
こ
れ
を
あ
え
て
「
転
回
」
と
表
現
し
た
）
に
お
い
て
、

精
神
分
析
は
一
見
、
大
し
た
位
置
を
占
め
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
精
神
分
析
の
作
業
に
お
い
て
は
、
被
分
析
者
の
記
憶

や
抑
圧
さ
れ
た
過
去
を
現
在
時
と
の
動
的
な
関
係
に
お
い
て
把
握
す
る
た
め
、
時
間
形
式
が
決
定
的
な
役
割
を
果
た
す
。
そ
れ

ゆ
え
、
歴
史
学
の
よ
う
な
学
問
分
野
に
お
い
て
、
精
神
分
析
が
認
識
論
的
な
衝
撃
も
「
転
回
」
も
も
た
ら
さ
な
か
っ
た
と
い
う

の
は
や
は
り
奇
妙
な
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
歴
史
学
の
使
命
は
ま
さ
に
「
現
在
時
に
い
る
﹁
私
た
ち
﹂
の
過
去
を
理
解
し
、

説
明
し
、
解
釈
す
る
こ
と
」
な
の
だ
か
ら
。
こ
う
し
た
反
論
は
次
の
三
つ
の
留
保
を
含
む
は
ず
で
あ
る
。

（
a
）　
近
年
の
歴
史
記
述
は
明
ら
か
に
精
神
分
析
の
衝
撃
を
受
け
て
い
る
。
歴
史
家
は
過
去
の
出
来
事
の
ト
ラ
ウ
マ
を
負
っ

た
犠
牲
者
の
歴
史
的
記
憶
に
強
い
関
心
を
寄
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
か
ら
だ
。
そ
れ
は
強
制
収
容
所
、
戦
争
、
虐
殺
、
民

族
間
の
暴
力
と
い
っ
た
歴
史
的
災
禍
の
記
憶
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
ト
ラ
ウ
マ
の
問
い
は
明
ら
か
に
言
説
や
物
語
の
断
絶
に

関
係
す
る
。
つ
ま
り
、
通
常
の
出
来
事
の
証
言
と
は
異
な
っ
て
、
犠
牲
者
が
出
来
事
を
直
截
に
物
語
る
こ
と
の
不
可
能
性
と
関

わ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
歴
史
家
は
、
パ
ウ
ル
・
ツ
ェ
ラ
ン
が
「
誰
も
証
人
の
代
わ
り
に
証
言
し
な
い
」
（N

iem
and zeugt für 

den zeugen

）
と

）
1
（

い
っ
た
意
味
で
、
語
り
え
な
い
も
の
を
注
意
深
く
見
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
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0

0

0

0
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。
こ
の
点
に
お
い
て
、
精
神
分

析
は
歴
史
記
述
に
先
行
す
る
。
幼
児
期
や
無
意
識
を
扱
う
精
神
分
析
は
欠
落
部
分
や
ト
ラ
ウ
マ
の
あ
る
記
憶
に
関
わ
る
か
ら
だ
。

語
る
こ
と
の
不
可
能
性
の
前
で
物
語
が
断
片
化
さ
れ
る
と
き
、
言
説
の
限
界
が
露
わ
に
な
る
と
き
、
精
神
分
析
は
歴
史
家
に
何

ら
か
の
モ
デ
ル
を
提
供
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
そ
れ
は
物
語
の
形
式
を
使
用
せ
ず
に
、
何
か
を
指
し
示
し
、
象
徴

化
し
、
仄
め
か
す
と
い
う
モ
デ
ル
で
あ
る

）
2
（

。

（
b
）　
精
神
分
析
に
対
す
る
歴
史
記
述
の
留
保
は
後
者
の
側
だ
け
で
な
く
、
前
者
か
ら
も
生
じ
る
。
フ
ロ
イ
ト
は
『
夢
解
釈
』
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に
お
い
て
集
団
的
な
精
神
分
析
を
い
か
な
る
形
式
（
文
化
、
社
会
、
歴
史
）
に
お
い
て
も
禁
じ
た
。
超
自
我
の
次
元
で
、
意
識
は

自
己
同
一
性
や
昇
華
と
い
っ
た
文
化
的
モ
デ
ル
を
取
り
込
む
か
も
し
れ
な
い
が
、
無
意
識
の
方
は
各
主
体
の
個
別
的
な
歴
史
と

密
接
に
結
び
つ
き
、
つ
ね
に
個
人
的
な
ま
ま
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
フ
ロ
イ
ト
に
お
い
て
は
集
団
的
な
精
神
分
析
は
認
め
ら
れ

ず
、
ル
・
ボ
ン
の
群
衆
心
理
学
に
お
け
る
集
団
心
理
も
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
歴
史
的
観
念
論
に
お
け
る
民
族
精
神
も
想
定
さ
れ
な
い

）
3
（

。

無
意
識
に
お
け
る
集
団
的
な
い
し
は
個
人
的
な
ス
テ
ー
タ
ス
の
問
い
は
、
フ
ロ
イ
ト
（
お
よ
び
ラ
カ
ン
）
か
ら
す
れ
ば
、
い
わ
ゆ

る
正
当
な
精
神
分
析
と
未
熟
で
間
違
っ
た
分
析
理
論
を
識
別
す
る
試
金
石
な
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
個
人
の
主
体
性
の
次
元
に

限
定
さ
れ
る
な
ら
ば
、
歴
史
記
述
は
精
神
分
析
を
間
接
的
で
婉
曲
的
に
使
用
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
概
し
て
、
歴
史
の
解
釈

は
個
人
的
次
元
に
限
定
さ
れ
た
精
神
分
析
の
可
能
性
が
終
わ
る
地
点
で
始
ま
る
か
ら
で
あ
る
。
歴
史
家
は
諸
個
人
の
心
理

―

フ
ロ
イ
ト
や
ラ
カ
ン
に
と
っ
て
の
主
要
な
争
点

―
に
は
ほ
と
ん
ど
気
を
配
ら
な
い
の
で
あ
る
。

（
c
）　
こ
う
し
た
説
明
は
さ
ら
に
、
第
三
の
留
保
と
深
く
関
わ
る
だ
ろ
う
。
ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
は
歴
史
理
論
と
歴
史

記
述
の
実
践
に
お
い
て
精
神
分
析
と
独
自
の
関
係
を
発
展
さ
せ
た
よ
う
に
み
え
る
。
彼
は
歴
史
記
述
の
作
業
と
い
わ
ゆ
る
政

治
、
過
去
と
歴
史
家
の
現
在
の
あ
い
だ
で
重
要
な
接
点

―
歴
史
家
が
公
式
に
は
否
定
し
て
き
た
接
点

―
を
も
う
け
る
こ
と

で
、
実
証
主
義
と
歴
史
主
義
と
い
う
二
極
か
ら
抜
け
出
し
た
の
だ
。
過
去
と
精
神
分
析
の
関
係
に
関
し
て
は
、
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の

（
1
）P. C

elan, Aschenglorie, in Strette, M
ercure de France, 1971, tr. A. Bouchet, pp. 48–51, repris de J. D

errida, Fichus, Paris, G
alilée, 2002, p. 51. 

〔『
フ
ィ
ッ
シ
ュ
』
逸
見
龍
生
訳
、
白
水
社
、
二
〇
〇
三
年
、
六
六
頁
〕

（
2
）P. R

icœ
ur, La m

ém
oire, l’histoire, l’oubli, Paris, Seuil, 2000.

〔『
記
憶
・
歴
史
・
忘
却
』
久
米
博
訳
、
新
曜
社
、
二
〇
〇
四
―
〇
五
年
〕
ト
ラ
ウ
マ
と
歴

史
的
物
語
と
い
う
主
題
に
関
し
て
は
、M

aría Inés M
udrovcik, H

istoria, narración y m
em

oria

（Buenos Aires, Paidós, 2007

）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
3
）S. Freud, Psychologie des m

asses et analyse du m
oi (M

assenpsychologie und Ich analyse, 1921), Œ
uvres C

om
plètes, vol. X

V
I, Paris, PU

F, 2003

〔「
集
団
心

理
学
と
自
我
分
析
」、『
フ
ロ
イ
ト
全
集
17
』
須
藤
訓
任
他
訳
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
六
年
〕; G

. Le Bon, Psychologie des foules, Paris, PU
F, 1991.

〔『
群
衆

心
理
』
櫻
井
成
夫
訳
、
講
談
社
学
術
文
庫
、
一
九
九
三
年
〕
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歴
史
記
述
に
決
定
的
な
影
響
を
与
え
た
次
の
三
点
を
少
な
く
と
も
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

①
　
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
は
聖
別
さ
れ
た
過
去
と
抑
圧
さ
れ
た
過
去
の
二
分
法
を
時
間
性
の
理
論
か
ら
引
き
出
し
、
過
去
は
二
度
過
ぎ

0

0

0

0

0

0

0

去
る
0

0

と
い
う
形
で
提
示
す
る
。
過
去
は
一
度
目
は
成
就
さ
れ
た
過
去

0

0

0

0

0

0

0

と
し
て
、
二
度
目
は
現
在
時
へ
の
新
し
い
チ
ャ
ン
ス
を
含

む
い
ま
だ
成
就
さ
れ
な
い
過
去

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

と
し
て
過
ぎ
去
る
の
だ

）
4
（

。
実
際
、
精
神
分
析
に
お
い
て
は
、
追
悼
的
想
起
の
作
業
に
よ
っ
て
過

去
は
現
在
時
の
中
核
へ
と
回
帰
す
る
。
そ
し
て
、
個
人
の
物
語
が
神
話
と
し
て
経
験
さ
れ
、
各
人
に
い
わ
ば
宿
命
と
し
て
課
せ

ら
れ
る
と
き
、
そ
う
し
た
宿
命
の
裏
を
か
く
の
だ
。
と
こ
ろ
で
、
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
に
と
っ
て
、
と
り
わ
け
一
九
世
紀
に
関
す
る
彼

の
最
晩
年
の
探
究
に
お
い
て
、
歴
史
家
の
作
業
は
過
去
の
諸
事
実
を
あ
り
の
ま
ま
に
再
現
す
る
こ
と
（
実
証
主
義
）
で
も
、
過

ぎ
去
っ
た
時
代
が
私
た
ち
の
反
省
的
意
識
に
対
し
て
保
持
す
る
意
味
を
過
去
の
な
か
か
ら
事
後
的
に
暴
き
出
す
こ
と
（
歴
史
主

義
）
で
も
な
い
。
そ
れ
は
む
し
ろ
、
〔
諸
事
実
の
〕
凝
縮
や
弁
証
法
的
イ
メ
ー
ジ
の
技
法
や
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
に
よ
っ
て
、
時
間
の

連
続
し
た
流
れ
の
裏
を
か
く
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
そ
れ
は
、
時
間
の
連
続
性
の
呪
縛
を
現
在
時
に
お
い
て
破
綻
さ
せ
る
閃
光

と
し
て
過
去
を
生
起
さ
せ
、
現
在
時
の
中
核
で
特
異
な
チ
ャ
ン
ス
を
開
示
す
る
こ
と
な
の
で
あ
る

）
5
（

。

②
　
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
は
夢
と
目
覚
め
の
対
立
を
精
神
分
析
か
ら
き
わ
め
て
特
異
な
仕
方
で
と
り
入
れ
る
。
こ
の
対
立
に
よ
っ
て
私

た
ち
は
あ
る
種
の
図
式
を
手
に
入
れ
、
彼
の
歴
史
認
識
の
理
論
に
手
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
夢
か
ら
目
覚
め
る
こ
と
が
で

き
る
か
ら
こ
そ
、
過
去
は
歴
史
家
に
よ
っ
て
固
定
化
さ
れ
永
遠
化
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
逆
に
、
時
間
の
連
続
性
を
破
綻
さ
せ
る

べ
く
再
び
活
性
化
さ
れ
る
の
で
あ
る

）
6
（

。
こ
こ
で
は
二
点
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
一
方
で
、
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
に
と
っ
て
、
私
た
ち
の

過
去

―
こ
の
場
合
は
一
九
世
紀

―
は
フ
ァ
ン
タ
ス
マ
ゴ
リ
ー
を
含
ん
で
い
る
。
フ
ァ
ン
タ
ス
マ
ゴ
リ
ー
が
明
確
に
表
現
す

る
の
は
、
伝
統
的
な
マ
ル
ク
ス
主
義
が
分
析
す
る
商
品
フ
ェ
テ
ィ
シ
ズ
ム
の
現
象
と
、
共
産
主
義
の
先
駆
者
や
階
級
の
な
い
社

会
と
い
っ
た
罪
な
き
ユ
ー
ト
ピ
ア
主
義
で
あ
る
。
商
品
の
物
象
化
の
世
界
と
そ
の
否
定

―
失
わ
れ
た
楽
園
と
い
う
友
愛
に
満
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ち
た
ユ
ー
ト
ピ
ア
願
望

―
と
い
う
二
極
は
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
か
ら
す
れ
ば
、
同
じ
時
代
や
同
じ
歴
史
的
現
象
、
す
な
わ
ち
資
本
主

義
の
フ
ァ
ン
タ
ス
マ
ゴ
リ
ー
的
な
表
現
な
の
で
あ
る

）
7
（

。
社
会
主
義
的
な
進
歩
主
義
は
人
類
の
歴
史
の
テ
ロ
ス
〔
目
的
〕
を
権
威

的
に
設
定
し
て
、
罪
の
な
い
ユ
ー
ト
ピ
ア
を
求
め
る
の
だ
が
、
そ
れ
は
結
局
、
千
年
の
楽
園
を
約
束
し
た
り
、
メ
シ
ア
の
回
帰

や
時
代
の
終
わ
り
を
際
限
な
く
期
待
す
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
そ
う
な
る
と
、
少
な
く
と
も
見
か
け
上
、
史
的
唯
物
論
は
無

敵
と
な
る
。
な
ぜ
な
ら
、
目
的
論
的
な
仕
掛
け
は
私
た
ち
が
真
に
勝
負
す
る
こ
と
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
勝
負
で
勝
つ
こ
と
を
可
能

に
す
る
か
ら
だ
。
ど
ん
な
不
幸
や
カ
タ
ス
ト
ロ
フ
が
生
じ
よ
う
と
も
、
救
済
は
や
が
て
到
来
す
る
と
い
う
切
り
札
が
手
中
に
あ

る
の
だ

）
8
（

。
か
く
し
て
、
商
品
フ
ェ
テ
ィ
シ
ズ
ム
と
共
産
主
義
の
約
束
に
よ
る
目
的
論
的
ユ
ー
ト
ピ
ア
主
義
と
い
う
二
極
は
同
じ

（
4
）
こ
の
表
現
は
フ
ラ
ン
ソ
ワ
ー
ズ
・
プ
ル
ー
ス
ト
の
も
の
で
あ
る
。「
時
間
は
﹁
二
度
﹂
過
ぎ
去
る
。
時
間
は
一
度
目
は
死
ん
だ
イ
メ
ー
ジ
、
空
虚
な
時

間
、
過
去
の
思
い
出
と
化
す
。（
…
）
だ
が
同
時
に
、
時
間
は
過
ぎ
去
る
こ
と
で
別
の
場
所
に
刻
み
込
ま
れ
る
。（
…
）
こ
れ
が
第
二
の
時
間
、
第
二
の
過

去
、
つ
ま
り
、
私
た
ち
が
経
験
し
な
か
っ
た
第
一
の
時
間
の
影
で
あ
る
。
私
た
ち
は
見
者
が
こ
の
影
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
、
読
解
し
直
す
こ
と
を
期
待
す

る
の
だ
」。Françoise Proust, L’histoire à contretem

ps. Le tem
ps historique chez W

alter Benjam
in, Paris, C

erf, 1994, p. 104.

（
5
）
歴
史
実
証
主
義
や
歴
史
主
義
と
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
と
の
対
立
は
「
歴
史
の
概
念
に
つ
い
て
」〔
日
本
語
訳
は
『
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
Ⅰ
』
ち
く
ま

学
芸
文
庫
、
一
九
九
五
年
な
ど
に
所
収
〕
に
お
い
て
明
白
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
テ
ー
ゼ
Ⅵ
、
Ⅹ
Ⅵ
、
Ⅹ
Ⅶ
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
6
）「
歴
史
の
概
念
に
つ
い
て
」
の
テ
ー
ゼ
Ⅹ
Ⅳ
な
ど
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
7
）
ジ
ャ
ン 

＝ 

ミ
シ
ェ
ル
・
パ
ル
ミ
エ
は
、
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の
死
後
出
版
に
関
す
る
最
近
の
論
考
に
お
い
て
、
フ
ァ
ン
タ
ス
マ
ゴ
リ
ー
の
内
的
弁
証
法
を
解
明
し

て
い
る
。
こ
の
弁
証
法
は
商
品
フ
ェ
テ
ィ
シ
ズ
ム
と
黄
金
時
代
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
を
含
意
す
る
。
こ
の
二
重
性
は
フ
ェ
テ
ィ
シ
ズ
ム
現
象
に
つ
い
て
の
純
粋
に

マ
ル
ク
ス
的
、
あ
る
い
は
ア
ド
ル
ノ
的
な
考
え
方
と
は
一
線
を
画
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
後
者
は
フ
ェ
テ
ィ
シ
ズ
ム
化
さ
れ
た
商
品
に
お
け
る
意
識
の
疎
外
し

か
考
慮
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。cf. J.-M

. Palm
ier, W

alter Benjam
in. Le chifonnier, l’Ange et le Petit Bossu, Paris, K

lincksieck, 2006, p. 447f.

（
8
）「
歴
史
の
概
念
に
つ
い
て
」
の
テ
ー
ゼ
Ⅰ
に
描
か
れ
た
有
名
な
自
動
人
形
の
ア
レ
ゴ
リ
ー
を
参
照
さ
れ
た
い
。
一
般
的
に
、
こ
の
テ
ー
ゼ
は
マ
ル
ク
ス

主
義
の
神
学
的
要
素
を
指
摘
し
た
箇
所
だ
と
さ
れ
て
き
た
。
だ
と
す
れ
ば
、
俗
流
マ
ル
ク
ス
主
義
と
は
別
の
マ
ル
ク
ス
主
義
を
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
は
要
求
す
る
。

ま
た
、
メ
シ
ア
を
待
ち
望
む
目
的
論
的
神
学
と
、
歴
史
の
連
続
を
現
在
時
に
お
い
て
断
絶
さ
せ
る
メ
シ
ア
ニ
ズ
ム
と
が
あ
る
。
自
動
人
形
の
ア
レ
ゴ
リ
ー

に
お
い
て
、
小
人
は
偽
の
自
動
人
形
に
あ
ら
ゆ
る
勝
負
で
勝
た
せ
る
の
だ
が
、
こ
の
こ
と
は
二
重
の
解
釈
を
帯
び
る
。
一
方
で
、
そ
れ
は
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
が

格
闘
し
た
歴
史
的
機
械
論
の
傾
向
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
神
学
的
要
素
は
俗
流
歴
史
主
義
や
進
歩
主
義
と
い
っ
た
目
的
論
的
性
格
を
纏
い
、
現
在
時
の
行

動
を
鈍
ら
せ
る
。
他
方
で
、
そ
れ
は
メ
シ
ア
的
時
間
で
あ
り
、
そ
の
チ
ャ
ン
ス
は
そ
の
都
度
掴
み
と
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
作
用
し
て
い

る
の
は
、
あ
ら
ゆ
る
漸
進
的
な
期
待
を
軽
視
す
る
よ
う
な
非
俗
流
の
唯
物
論
で
あ
る
。
漸
進
的
な
革
命
に
よ
る
千
年
王
国
の
テ
ー
ゼ
と
同
様
に
、
俗
流
マ
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フ
ァ
ン
タ
ス
マ
ゴ
リ
ー
に
集
約
さ
れ
、
そ
れ
は
歴
史
を
生
き
る
者
に
と
っ
て
被
験
者
の
夢
と
同
じ
意
味
を
帯
び
る
こ
と
に
な
る
。

つ
ま
り
、
運
命
の
呪
縛
に
と
り
つ
か
れ
な
が
ら
も
こ
の
呪
縛
を
破
綻
さ
せ
た
い
と
い
う
願
望
で
あ
る
。
両
方
と
も
役
者
は
夢
を

見
る
傍
観
者
で
あ
る

）
9
（

。

③
　
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
に
と
っ
て
、
過
去
の
認
識
が
私
た
ち
の
現
在
の
条
件
の
魔
力
か
ら
解
放
さ
れ
な
い
こ
と
は
明
白
だ
。
反
対
に
、

ベ
ン
ヤ
ミ
ン
は
独
特
な
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
の
技
法

）
10
（

で
も
っ
て
、
過
去
と
い
わ
ば
フ
ェ
テ
ィ
シ
ズ
ム
の
歯
車
と
が
連
関
す
る
メ
カ
ニ

ズ
ム
を
見
通
す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
は
歴
史
認
識
が
何
ら
か
の
衝
撃
を
、
つ
ま
り
、
目
覚
め
を
引
き
起
こ
す
こ

と
を
予
期
す
る
の
だ
。
そ
の
と
き
、
歴
史
認
識
は
運
命
か
ら
の
解
放
の
役
割
を
果
た
し
、
私
た
ち
は
何
ら
か
の
出
口
を
見
出
す

こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
だ
が
、
こ
う
し
た
運
命
の
魔
力
か
ら
の
解
放
を
、
主
体
の
歴
史
的
形
而
上
学
の
新
た
な
形
と
し
て
解

釈
す
る
こ
と
に
は
用
心
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
分
析
作
業
の
後
で
「
解
放
さ
れ
た
」
主
体
の
状
態
が
何
に
似
て
い
る
の
か
を

記
述
す
る
こ
と
は
精
神
分
析
の
射
程
を
越
え
て
い
る
。
そ
れ
と
同
様
に
、
過
去
の
回
帰
か
ら
私
た
ち
に
到
来
す
る
目
覚
め
が
何

に
似
て
い
る
の
か
を
言
い
表
す
こ
と
は
歴
史
記
述
の
射
程
を
越
え
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
目
覚
め
は
素
描
さ
れ
、
予
想
さ
れ

う
る
よ
う
な
経
験
的
な
事
象
と
同
じ
次
元
に
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
と
は
い
え
、
私
た
ち
が
目
覚
め
を
認
識
す
る
た
め
の
基
準

が
欠
如
し
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
目
覚
め
は
ま
さ
に
脱
神
秘
化
の
射
程
を
有
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
る
べ
き
時
に
私

た
ち
は
運
命
の
魔
力
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
明
ら
か
に
し
て
、
運
命
の
裏
を
か
く
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
私
た
ち
に
降
り
か
か
る

危
険
を
く
つ
が
え
し
、
歴
史
の
必
然
と
い
う
恐
ろ
し
い
機
械
仕
掛
け
を
止
め
る
こ
と
も
で
き
る
の
だ

）
11
（

。
し
か
し
、
こ
う
し
た
歴

史
認
識
は
、
ド
イ
ツ
観
念
論
や
歴
史
主
義
に
よ
っ
て
解
明
さ
れ
た
意
識
と
同
等
の
役
割
を
果
た
す
も
の
で
は
な
い
。
こ
れ
は
非

理
性
的
で
蒙
昧
な
意
識
の
ア
ン
チ
・
テ
ー
ゼ
と
し
て
、
夢
を
破
綻
さ
せ
る
こ
と
の
で
き
る
賢
明
で
理
性
的
な
意
識
と
は
異
な
る

の
だ
。
と
て
も
奇
妙
な
意
味
で
、
デ
リ
ダ
が
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
に
関
す
る
見
事
な
テ
ク
ス
ト

）
12
（

の
な
か
で
認
め
た
よ
う
に
、
ベ
ン
ヤ
ミ

ン
の
い
う
歴
史
家
は
夢
を
注
意
深
く
見
守
ら

0

0

0

0

0

0

0

0

0

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
〔veiller sur le rêve
〕
。
つ
ま
り
、
歴
史
家
は
夢
を
そ
の
源
へ
と
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さ
か
の
ぼ
ら
せ
て
こ
そ
夢
と
対
置
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
歴
史
的
時
間
の
連
続
性
や
同
質
性
を
破
壊
す
る
、
夢
の
爆
発
的
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
引
き
出
す
た
め
の
唯
一
の
条
件
に
ほ
か
な
ら
な
い

）
13
（

。
夢
の
裏
を
か
き
、
目
覚
め
に
よ
っ
て
チ
ャ
ン
ス
を
生
み
出

す
た
め
に
は
、
い
わ
ば
夢
を
さ
か
の
ぼ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
精
神
分
析
の
作
業
が
解
釈
の
作
業
を
通
じ
て
私
た

ル
ク
ス
主
義
は
い
か
な
る
敗
北
を
も
避
け
、
完
全
無
欠
と
化
す
の
だ
が
、
自
動
人
形
装
置
は
こ
う
し
た
い
か
さ
ま
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
裏
を
か
く
役
割
を
果

た
す
。
と
こ
ろ
で
、
自
動
人
形
の
ア
レ
ゴ
リ
ー
は
現
代
の
サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ッ
ク
ス
装
置
に
よ
っ
て
反
転
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
生
身
の
人
間
の
背

後
に
知
能
ロ
ボ
ッ
ト
が
隠
れ
て
い
て
、
目
的
論
的
な
神
学
の
役
割
を
果
た
す
と
い
う
事
態
を
想
像
し
て
み
よ
う
。
隠
れ
た
知
能
ロ
ボ
ッ
ト
が
人
間
の
代
わ

り
に
ゲ
ー
ム
を
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
勝
負
に
勝
つ
。
だ
が
、
そ
う
な
る
と
、
人
間
が
自
分
の
ゲ
ー
ム
を
す
る
余
地
は
な
く
な
っ
て
し
ま
う
…
…
。
歴
史
の
マ

ル
ク
ス
主
義
的
な
い
し
は
目
的
論
的
な
神
学
は
現
在
時
を
鈍
ら
せ
、
終
わ
り
の
な
い
仮
想
性
へ
と
私
た
ち
を
委
ね
る
。
こ
う
し
た
仮
想
性
は
事
実
と
少
し

も
矛
盾
せ
ず
、
勝
負
に
一
度
も
負
け
る
こ
と
な
く
、
だ
が
そ
れ
ゆ
え
、
歴
史
の
行
為
者
は
自
分
の
ゲ
ー
ム
を
い
さ
さ
か
も
演
じ
な
い
。
た
し
か
に
、
ベ
ン

ヤ
ミ
ン
は
歴
史
に
関
す
る
テ
ク
ス
ト
に
お
い
て
、
こ
う
し
た
自
働
人
形
の
反
転
を
想
像
し
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。『
パ
サ
ー
ジ
ュ
論
』
冒
頭
で
は
ミ
シ
ュ
レ
の

「
ど
ん
な
時
代
も
そ
れ
に
続
く
時
代
を
夢
見
て
い
る
」
と
い
う
文
句
が
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
意
味
を
深
く
理
解
す
れ
ば
、
こ
の
こ
と
は
十
分
に
示

唆
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
か
つ
て
の
自
動
人
形
は
現
代
の
ま
ぎ
れ
も
な
い
自
動
人
形
を
予
期
す
る
フ
ァ
ン
タ
ス
マ
ゴ
リ
ー
的
な
一
例
で
し
か
な
い
の
だ
。

た
だ
し
、
現
代
の
自
動
人
形
は
人
間
や
行
動
、
政
治
に
と
っ
て
よ
り
過
酷
で
、
ど
う
し
よ
う
も
な
く
無
敵
で
あ
る
。

（
9
）
こ
う
し
て
資
本
主
義
は
夢
の
よ
う
な
も
の
と
さ
れ
る
。「
資
本
主
義
は
、
そ
れ
と
と
も
に
夢
に
満
ち
た
新
た
な
眠
り
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
襲
う
一
つ
の
自

然
現
象
で
あ
り
、
そ
の
眠
り
の
中
で
神
話
的
諸
力
の
再
活
性
化
を
と
も
な
う
も
の
で
あ
っ
た
」。[K

1a,8] Paris C
apitale du XIX siècle. Le livre des Passages, 

Paris, C
erf, 2006, p. 408.

〔『
パ
サ
ー
ジ
ュ
論
』
今
村
仁
司
他
訳
、
岩
波
現
代
文
庫
、
二
〇
〇
三
年
、
第
三
巻
、
一
二
頁
。
以
下
、Le livre des Passages

は

P-W

の
略
号
に
よ
っ
て
表
記
さ
れ
る
。
日
本
語
訳
は
岩
波
現
代
文
庫
版
の
巻
数
と
頁
数
で
示
す
。〕

（
10
）
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の
テ
ク
ス
ト
に
お
け
る
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
の
問
い
に
つ
い
て
は
、
次
の
拙
論
を
参
照
さ
れ
た
い
。F. N

aishtat, « La historiografía antiépica 
de W

. Benjam
in. La crítica de la narración en las Tesis « Sobre el concepto de historia » y su relación con los dispositivos heurísticos del Passagen-W

erk », 
Actas del II C

ongreso Internacional de Filosofía de la H
istoria, Buenos Aires, 2008.

（
11
）
興
味
深
い
こ
と
に
、
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
に
と
っ
て
革
命
は
、
目
的
の
王
国
の
到
来
を
早
め
る
、
歴
史
と
い
う
蒸
気
機
関
車
へ
の
急
な
ア
ク
セ
ル

0

0

0

0

0

0

で
は
な
い
。

そ
れ
は
む
し
ろ
、
こ
う
し
た
蒸
気
機
関
車
の
急
ブ
レ
ー
キ

0

0

0

0

0

で
あ
り
、
時
間
を
宙
づ
り
に
し
、
危
機
の
発
生
を
食
い
止
め
る
。
正
義
の
た
め
の
革
命
の
真
の

介
入
は
天
上
の
王
国
の
約
束
と
い
う
形
を
と
る
こ
と
な
く
、
直
截
な
「
否
」
の
力
、
つ
ま
り
、
拒
絶
や
抗
議
を
発
す
る
暴
力
を
と
も
な
う
。
急
ブ
レ
ー
キ

と
し
て
の
革
命
に
つ
い
て
は
、W

. Benjam
in, Paralipom

ena, G
esam

m
elte Schcriften, 1–3, 1228–1252, Berlin, ed. Rolf Tiedem

ann, Suhrkam
p

を
参
照
さ

れ
た
い
。

（
12
）J . D

errida, Fichus, op. cit., pp. 20–21.

〔『
フ
ィ
ッ
シ
ュ
』
前
掲
、
二
三
頁
〕

（
13
）P-W

., p. 493 [N
10, 3].

〔
第
三
巻
、
二
一
七
頁
〕
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ち
の
無
意
識
的
な
生
の
流
れ
を
さ
か
の
ぼ
る
の
と
同
じ
忍
耐
を
要
す
る
。
だ
が
、
こ
う
し
た
忍
耐
は
、
漸
進
的
な
仕
方
で
無
限

に
設
定
さ
れ
る
解
放
を
目
的
論
的
に
待
望
す
る
こ
と
と
は
異
な
る
。
分
析
作
業
が
無
限
に
延
長
さ
れ
る
連
続
だ
と
考
え
る
こ
と

は
、
精
神
分
析
を
貶
め
る
こ
と
に
等
し
い
だ
ろ
う
。
逆
に
、
ヴ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
言
語
ゲ
ー
ム
分
析
が
私
た
ち
の
知
性

の
魔
力
を
言
語
に
よ
っ
て
裏
切
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
よ
う
に
、
分
析
作
業
に
よ
っ
て
こ
そ
魔
力
の
断
絶
が
用
意
さ
れ
る
の
だ
。

少
し
距
離
を
お
い
て
ゲ
ー
ム
を
お
こ
な
う
こ
と
で
別
の
仕
方
で
物
事
を
眺
め
る
よ
う
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
物
事
が
何
か
ら
い

か
に
し
て
起
こ
っ
た
の
か
は
さ
ほ
ど
わ
か
ら
な
い
。
だ
が
し
か
し
、
私
た
ち
は
画
期
的
な
仕
方
で
物
事
を
み
る
よ
う
に
な
る
だ

ろ
う

）
14
（

。
か
く
し
て
、
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
が
歴
史
記
述
の
チ
ャ
ン
ス
と
し
て
論
じ
た
歴
史
的
メ
シ
ア
ニ
ズ
ム
は
、
永
遠
に
待
望
さ
れ
る

メ
シ
ア
の
目
的
論
的
次
元
に
属
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
は
む
し
ろ
、
現
在
時
の
各
瞬
間
が
有
す
る
チ
ャ
ン
ス
で
あ
り
、

出
口
の
扉
で
あ
り
、
歴
史
の
連
続
の
断
絶
で
あ
る
。
こ
う
し
た
断
絶
の
時
間
性
に
お
い
て
メ
シ
ア
的
な
も
の

―
ベ
ン
ヤ
ミ
ン

に
と
っ
て
の
真
の
神
秘

―
と
は
到
来
す
る
も
の
（
例
え
ば
、
救
済
や
楽
園
と
い
っ
た
目
的
論
的
事
象
）
で
は
な
く
、
到
来
そ
れ
自
体

の
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
運
命
の
裏
を
か
き
、
私
た
ち
自
身
の
過
去
を
解
放
す
る
時
間
の
開
け
、
あ
た
か
も
二
度
目
に
、
た

だ
し
チ
ャ
ン
ス

0

0

0

0

と
し
て
私
た
ち
に
到
来
す
る
か
の
よ
う
な
時
間
の
開
け
の
こ
と
で
あ
る
。

　
私
た
ち
は
歴
史
記
述
の
作
業
に
お
い
て
解
釈
モ
デ
ル
を
提
供
す
る
も
の
と
し
て
精
神
分
析
を
取
り
上
げ
て
き
た
わ
け
だ
が
、

し
か
し
、
集
合
的
無
意
識
の
原
型

―
先
天
的
で
非
時
間
的
と
さ
れ
る
原
型

―
と
い
う
ユ
ン
グ
の
実
体
的
解
釈
と
軌
を
一
に

す
る
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
精
神
分
析
は
主
体
の
哲
学
お
よ
び
歴
史
の
目
的
論
の
ア
ポ
リ
ア
に
陥
ら
な
い
よ
う
に
注
意
し
つ

つ
、
歴
史
、
政
治
、
哲
学
を
互
い
に
関
係
づ
け
る
の
だ
。
精
神
分
析
は
『
パ
サ
ー
ジ
ュ
論
』
の
歴
史
認
識
理
論
が
引
き
起
し
た

反
論
の
い
く
つ
か
に
応
答
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う

）
15
（

。「
歴
史
の
概
念
に
つ
い
て
」
の
テ
ー
ゼ
は
『
パ
サ
ー
ジ
ュ
論
』
と
切

り
離
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
私
た
ち
は
そ
の
い
く
つ
か
の
断
章
に
即
し
て
議
論
を
続
け
よ
う
。
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
が
歴
史
理
論

に
お
い
て
精
神
分
析
の
い
く
つ
か
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
い
か
に
使
用
し
て
い
る
の
か
を
さ
ら
に
例
証
し
て
み
よ
う
。
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Ⅱ
　
歴
史
認
識
理
論
と
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の
『
パ
サ
ー
ジ
ュ
論
』

　『
パ
サ
ー
ジ
ュ
論
』
（Pasaggen-W

erk

）

と
し
て
知
ら
れ
る
著
作
は
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の
記
念
碑
的
な
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
が
、

一
九
四
〇
年
九
月
に
彼
が
自
殺
し
た
際
に
は
未
完
成
だ
っ
た
。
興
味
深
い
こ
と
に
、
こ
の
作
品
は
死
後
四
二
年
を
経
て
は
じ
め

て
刊
行
さ
れ
た
。
一
九
八
二
年
、
ア
ド
ル
ノ
の
弟
子
ロ
ル
フ
・
テ
ィ
ー
デ
マ
ン
ら
の
手
に
よ
っ
て
編
集
さ
れ
、
ズ
ー
ア
カ
ン
プ

版
の
全
集
第
五
巻
に
収
録
さ
れ
た
の
で
あ
る
（
フ
ラ
ン
ス
語
に
は
一
九
八
九
年
、
ジ
ャ
ン
・
ラ
コ
ス
ト
に
よ
っ
て
翻
訳
さ
れ
た
）
。
こ
の
書

物
の
表
題
は
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
に
よ
っ
て
着
想
さ
れ
て
お
り
、
は
や
く
も
一
九
二
七
年
に
は
、
こ
の
企
画
へ
の
最
初
の
言
及
の
な

か
で
「
パ
リ
の
パ
サ
ー
ジ
ュ

―
弁
証
法
の
妖
精
の
国
」
（
一
九
二
八
年
一
月
三
〇
日
、
G
・
シ
ョ
ー
レ
ム
宛
の
書
簡
）
と
記
さ
れ
て
い

る
。
パ
サ
ー
ジ
ュ
の
都
会
的
オ
ブ
ジ
ェ
、
一
九
世
紀
以
来
建
築
さ
れ
て
き
た
パ
リ
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の
テ
ク
ス
ト

の
中
枢
を
占
め
て
い
る
（
ル
イ
・
ア
ラ
ゴ
ン
は
す
で
に
こ
れ
ら
の
対
象

―
と
く
に
オ
ペ
ラ
座
の
パ
サ
ー
ジ
ュ
に
詩
的
ま
な
ざ
し
を
向
け
て
い

た
）
。
だ
が
、
パ
リ
の
都
市
と
一
九
世
紀
が
こ
の
未
完
の
書
に
統
一
を
も
た
ら
す
中
心
的
な
争
点
で
あ
る
と
し
て
も
、『
パ
サ
ー

ジ
ュ
論
』
は
た
ん
な
る
歴
史
論
で
も
、
都
市
論
や
文
化
解
釈
論
で
も
な
く
、
む
し
ろ
原
則
的
に
歴
史
の
政
治
哲
学
の
書
で
あ
る
。

「
パ
リ

―
一
九
世
紀
の
首
都
」
の
最
初
の
覚
書
を
読
ん
だ
と
き
に
ア
ド
ル
ノ
と
ホ
ル
ク
ハ
イ
マ
ー
が
期
待
し
た
の
は
こ
の
こ

と
だ
っ
た
。

　『
パ
サ
ー
ジ
ュ
論
』
は
美
学
、
都
市
論
、
社
会
学
、
歴
史
学
と
い
っ
た
い
わ
ば
異
種
混
合
的
な
特
徴
を
も
つ
。
だ
が
そ
う
し

（
14
）
カ
ン
ト
に
お
け
る
、
理
性
の
歴
史
を
覆
す
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
的
転
回
の
現
代
性
と
、
人
間
の
歴
史
に
お
け
る
漸
進
的
革
命
の
仮
想
性
と
の
対
立
に
関
し
て

は
、
次
の
拙
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
。F. N

aishtat, « Revolution, discontinuity and progress in K
ant. C

opernican revolution and Asym
ptotic revolution in 

critical philosophy », Proceedings of the X th Kant International C
ongress, Berlín, W

alter de G
ruyter, 2008.

（
15
）
と
り
わ
け
、R

ita Bischof et Elizabeth Lenk, « L’im
brication surréelle du rêve et de l’histoire dans les Passages de Benjam

in », in H
. W

ism
ann 

com
pilateur, W

alter Benjam
in et Paris, Paris, C

erf, 1986, pp. 179-200.
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た
特
徴
を
超
え
て
、
こ
の
書
物
が
展
開
さ
せ
る
の
は
、
分
析
哲
学
の
潮
流
で
流
行
っ
て
い
る
よ
う
に
、
歴
史
の
意
味
0

0

を
、
よ
り

簡
潔
に
言
え
ば
、
歴
史
認
識
の
枠
組
み

0

0

0

を
哲
学
的
に
把
握
す
る
と
い
う
伝
統
的
な
意
味
で
の
「
歴
史
哲
学
」
で
は
な
い
。
そ
う

で
は
な
く
て
、
過
去
の
哲
学
的
認
識
と
現
在
の
哲
学
的
存
在
論
の
あ
い
だ
の
政
治
的
関
係
、
つ
ま
り
、
歴
史
の
政
治

0

0

0

0

0

に
関
す
る

哲
学
を
展
開
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
う
し
た
関
係
は
独
立
し
た
形
で
方
法
論
と
し
て
あ
ら
か
じ
め
展
開
さ
れ
て
い
る
わ

け
で
は
な
く
、
逆
に
、
こ
の
書
物
の
内
容
そ
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
全
体
に
刻
み
込
ま
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
こ
れ
は
何
か
を
言

0

0

0

0

い
表
し

0

0

0

、
物
語
る

0

0

0

以
上
に
、
多
様
な
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
装
置
を
通
じ
て
歴
史
認
識
の
政
治
的
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
私
た
ち
に
示
す
0

0

書
物

な
の
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
、
こ
の
作
品
は
さ
ま
ざ
ま
な
段
階
で
ヴ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
『
論
理
哲
学
論
考
』
を
思
い
出

さ
せ
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
書
物
は
単
純
に
は
語
り
え
な
い
意
味
を
示
す
0

0

こ
と
を
自
ら
の
掛
け
金
と
す
る
の
で
あ
る
。
ベ
ン

ヤ
ミ
ン
の
哲
学
的
な
認
識
理
論
と
い
う
観
点
か
ら
す
れ
ば
、『
パ
サ
ー
ジ
ュ
論
』
は
美
学
、
歴
史
記
述
、
社
会
、
政
治
と
い
っ

た
諸
次
元
の
歴
史
認
識
を
統
合
す
る
中
心
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
実
際
、
こ
の
書
物
を
通
じ
て
、
彼
は
「
歴
史
認
識
の
コ

ペ
ル
ニ
ク
ス
的
転
回
」
を
語
っ
て
い
る
の
だ
。
歴
史
の
概
念
に
つ
い
て
の
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の
有
名
な
テ
ー
ゼ
は
ア
ド
ル
ノ
の
配
慮

に
よ
っ
て
す
で
に
五
〇
年
代
に
公
刊
さ
れ
て
い
た
の
だ
が
、
こ
れ
ら
の
テ
ー
ゼ
は
『
パ
サ
ー
ジ
ュ
論
』
と
独
立
し
た
形
で
読
ま

れ
る
べ
き
で
は
な
か
っ
た
。
あ
い
に
く
別
々
に
受
容
さ
れ
た
が
ゆ
え
に
、
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
は
普
遍
的
で
抽
象
的
な
歴
史
哲
学
を
展

開
さ
せ
よ
う
と
し
た
と
み
な
さ
れ
、
一
九
世
紀
に
関
す
る
き
わ
め
て
特
異
な
調
査
の
こ
と
は
切
り
離
さ
れ
て
し
ま
っ
た

）
16
（

。

　
彼
の
認
識
理
論
に
お
い
て
は
、
フ
ェ
テ
ィ
シ
ズ
ム
、
フ
ァ
ン
タ
ス
マ
ゴ
リ
ー
、
無
意
識
、
夢
、
夢
想
、
眠
り
、
覚
醒
、
目
覚

め
、
記
憶
、
神
話
的
イ
メ
ー
ジ
、
弁
証
法
的
イ
メ
ー
ジ
、
想
起
が
重
要
な
役
割
を
果
た
す
。
こ
れ
ら
は
複
数
の
影
響
の
混
交
に

よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
そ
の
主
た
る
も
の
は
マ
ル
ク
ス
、
ル
カ
ー
チ
、
フ
ロ
イ
ト
、
プ
ル
ー
ス
ト
、
シ
ュ
ル
レ
ア

リ
ス
ム
で
あ
る
。
た
だ
、
す
で
に
冒
頭
で
説
明
し
た
こ
と
だ
が
、
こ
こ
で
私
た
ち
の
注
意
を
引
く
の
は
、『
パ
サ
ー
ジ
ュ
論
』

と
フ
ロ
イ
ト
の
著
作
の
関
係
で
あ
る
。
実
際
、
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
は
夢
、
夢
想
、
フ
ァ
ン
タ
ス
マ
ゴ
リ
ー
と
い
っ
た
精
神
分
析
の
概

念
を
自
ら
の
分
析
の
基
盤
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
た
だ
、
彼
は
夢
や
フ
ァ
ン
タ
ス
マ
ゴ
リ
ー
を
個
人
的
な
心
理
状
態
の
次
元



69 歴史認識理論における精神分析の痕跡

で
は
な
く
、
パ
リ
の
パ
サ
ー
ジ
ュ
や
万
国
博
覧
会
の
よ
う
に
、
集
団
が
物
質
や
都
市
を
通
じ
て
具
現
化
さ
れ
る
次
元
で
理
解
す

る
。
ま
た
、
オ
ス
マ
ン
、
ブ
ラ
ン
キ
、
フ
ー
リ
エ
、
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
と
い
っ
た
象
徴
的
な
歴
史
的
人
物
を
通
じ
て
理
解
す
る
の

で
あ
る
。
つ
ま
り
、
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
は
フ
ロ
イ
ト
の
よ
う
に
、
個
人
の
心
理
の
現
象
か
ら
出
発
し
て
、
精
神
分
析
的
解
釈
に
即
し

て
隠
れ
た
論
理
的
構
造
を
解
明
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
彼
は
具
体
的
な
歴
史
的
物
質
か
ら
出
発
し
て
、
精
神
分
析
的
手
法
（
夢

解
釈
）
に
着
想
を
得
た
解
釈
を
施
す
の
で
あ
る
。
パ
サ
ー
ジ
ュ
や
万
国
博
覧
会
は
物
質
的
現
実
で
あ
る
と
同
時
に
フ
ァ
ン
タ
ス

マ
ゴ
リ
ー
で
も
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
ら
は
ま
さ
に
資
本
主
義
の
商
品
フ
ェ
テ
ィ
シ
ズ
ム
の
欲
望
を
示
し
、
階
級
闘
争
の
な

い
過
去
へ
の
回
帰
と
い
う
ユ
ー
ト
ピ
ア
的
な
願
望
を
示
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
フ
ァ
ン
タ
ス
マ
ゴ
リ
ー
の
現
象
は
マ
ル
ク
ス

に
お
い
て
は
経
済
理
論
に
限
定
さ
れ
、
ア
ド
ル
ノ
や
ル
カ
ー
チ
に
お
い
て
は
マ
ル
ク
ス
が
確
立
し
た
フ
ェ
テ
ィ
シ
ズ
ム
現
象
の

枠
内
で
説
明
さ
れ
て
い
た
。
だ
が
、
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
に
お
い
て
、
フ
ァ
ン
タ
ス
マ
ゴ
リ
ー
現
象
は
さ
ら
に
歴
史
構
造
の
中
核
に
位

置
づ
け
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
フ
ァ
ン
タ
ス
マ
ゴ
リ
ー
は
資
本
主
義
と
そ
の
物
質
化
と
い
う
形
で
一
九
世
紀
パ
リ
の
生
活
様
式

の
あ
ら
ゆ
る
レ
ベ
ル
に
浸
透
し
て
い
た
の
だ
。
フ
ァ
ン
タ
ス
マ
ゴ
リ
ー
は
疎
外
的
か
つ
ユ
ー
ト
ピ
ア
的
な
仕
方
で
、
資
本
主
義

の
現
象
を
矛
盾
し
た
弁
証
法
と
し
て
表
現
し
、
し
か
も
、
こ
の
弁
証
法
は
い
わ
ゆ
る
一
九
世
紀
の
枠
組
み
を
超
え
て
、
次
の
世

紀
へ
と
連
関
す
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
こ
そ
が
『
パ
サ
ー
ジ
ュ
論
』
の
哲
学
的
な
力
な
の
だ
が
、
夢
の
概
念
は
過
ぎ
去
っ

た
時
代
に
限
定
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
現
在
時
へ
と
延
長
さ
れ
る
。
一
九
世
紀
は
次
の
時
代
を
規
定
し
、
条
件
づ
け
る
。
つ

ま
り
、
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
に
と
っ
て
、
資
本
主
義
と
は
社
会
的
現
実
で
あ
り
、
あ
る
時
代
の
眠
り

―
そ
の
夢
が
さ
ら
に
私
た
ち
の

時
代
を
条
件
づ
け
る

―
な
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
は
追
悼
的
想
起
の
作
業
の
契
機
を
な
す
「
目
覚
め
」
と
夢
の

概
念
を
関
係
づ
け
る
の
だ
。
そ
し
て
さ
ら
に
、
個
人
の
心
理
に
お
け
る
精
神
分
析
の
想
起
と
類
似
し
た
、
夢
の
作
業
の
到
達

点
を
な
し
、
夢
想
の
出
口
や
解
放
の
条
件
を
な
す
「
覚
醒
」
と
夢
の
概
念
を
関
係
づ
け
る
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
、『
パ
サ
ー

（
16
）
こ
の
点
に
関
し
て
は
、F. N

aishtat, « La historiografía antiépica de W
. Benjam

in. La crítica de la narración en las Tesis « Sobre el concepto de 
historia » y su relación con los dispositivos heurísticos del Passagen-W

erk », op. cit.
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ジ
ュ
論
』
に
お
け
る
フ
ロ
イ
ト
の
痕
跡
は
解
釈
上
の
問
題
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
は
集
団
の
レ
ベ

ル
で
精
神
分
析
の
概
念
を
使
用
し
て
い
る
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
例
え
ば
、
ア
ド
ル
ノ
は
三
五
年
の
手
紙
で
そ
れ
は
ユ
ン
グ
心

理
学
の
亜
流
だ
と
指
摘
し
、
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
は
ユ
ン
グ
と
一
線
を
画
し
て
い
る
と
自
己
弁
護
し
た
の
だ
っ
た

）
17
（

。
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の
言

い
分
は
も
っ
と
も
で
、「
覚
醒
」
の
概
念

―
夢
や
フ
ァ
ン
タ
ス
マ
ゴ
リ
ー
の
概
念
を
補
完
す
る
概
念

―
の
使
用
か
ら
し
て
、

彼
は
結
局
、
フ
ロ
イ
ト
に
近
い
と
仮
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
は
唯
物
論
的
歴
史
記
述
か
ら
出
発
し
つ

つ
、
独
特
の
転
換
を
精
神
分
析
に
与
え
た
の
だ
。
実
際
に
、
フ
ロ
イ
ト
の
臨
床
実
践
に
よ
る
魔
力
か
ら
の
解
放
の
構
造
の
う
ち

に
は
、
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の
覚
醒
概
念
と
類
似
し
た
も
の
が
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
が
集
団
的
か
つ
歴

史
的
な
次
元
で
こ
の
概
念
を
使
用
す
る
と
い
く
つ
か
の
問
題
や
ア
ポ
リ
ア
が
必
ず
や
生
じ
て
し
ま
う
。
次
章
で
は
こ
の
こ
と
を

み
て
み
よ
う
。

Ⅲ
　『
パ
サ
ー
ジ
ュ
論
』
に
お
け
る
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の
ア
ポ
リ
ア

　
夢
と
目
覚
め
の
問
い
は
『
パ
サ
ー
ジ
ュ
論
』
全
体
を
通
じ
て
、
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
流
の
歴
史
記
述
の
方
法
と
結
び
つ
く
形
で
現

わ
れ
る
。
こ
こ
で
は
そ
の
網
羅
的
な
分
析
を
お
こ
な
う
余
裕
は
な
い
が
、
歴
史
記
述
と
夢
や
目
覚
め
の
関
係
に
関
し
て
、『
パ

サ
ー
ジ
ュ
論
』
の
K
分
類
に
収
録
さ
れ
た
い
く
つ
か
の
断
章
を
引
用
し
て
お
き
た
い
。

資
本
主
義
は
、
そ
れ
と
と
も
に
夢
に
満
ち
た
新
た
な
眠
り
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
襲
う
一
つ
の
自
然
現
象
で
あ
り
、
そ
の
眠
り

の
中
で
神
話
的
諸
力
の
再
活
性
化
を
と
も
な
う
も
の
で
あ
っ
た

）
18
（

。[K
1a,8]

一
九
世
紀
と
は
、
個
人
的
意
識
が
反
省
的
な
態
度
を
取
り
つ
つ
、
そ
う
い
う
も
の
と
し
て
ま
す
ま
す
保
持
さ
れ
る
の
に
対
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し
て
、
集
団
的
意
識
の
方
は
ま
す
ま
す
深
い
眠
り
に
落
ち
て
ゆ
く
よ
う
な
時
代
〔Zeitraum

〕（
な
い
し
は
、
時
代
が
見

る
夢
〔Zeit-traum

〕）
で
あ
る

）
19
（

。[K
1,4]

ギ
ー
デ
オ
ン
の
命
題
か
ら
さ
ら
に
前
進
す
る
た
め
の
試
み
。「
一
九
世
紀
に
お
い
て
、
建
築
の
構
造
は
下
意
識
の
役
割
を

果
た
し
て
い
る
」
と
彼
は
言
う
。
だ
が
む
し
ろ
、
建
築
の
構
造
は
、
ち
ょ
う
ど
夢
が
生
理
的
過
程
と
い
う
足
場
に
ま
つ
わ

り
つ
い
て
生
ま
れ
て
く
る
よ
う
に
、
そ
の
周
り
に
や
が
て
「
芸
術
的
な
」
建
築
が
ま
つ
わ
り
つ
い
て
く
る
よ
う
な
身
体
的

過
程
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
言
い
換
え
る
の
が
、
よ
り
適
切
で
は
な
か
ろ
う
か

）
20
（

。[K
1a, 7]

　
こ
こ
で
は
、
夢
の
現
象
は
た
ん
に
個
人
の
心
理
現
象
で
は
な
く
、
集
団
の
レ
ベ
ル
で
分
析
さ
れ
う
る
と
い
う
考
え
方
が
明
白

に
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
考
え
は
別
の
個
所
で
は
フ
ァ
ン
タ
ス
マ
ゴ
リ
ー
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
。

拙
著
の
調
査
は
、
文
明
の
こ
の
物
体
化
的
な
表
象
に
よ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
が
前
世
紀
か
ら
受
け
継
い
だ
新
し
い
生
活
の
諸

形
態
や
経
済
的
技
術
的
基
盤
に
立
つ
新
し
い
創
造
が
、
い
か
に
し
て
ひ
と
つ
の
フ
ァ
ン
タ
ス
マ
ゴ
リ
ー
に
突
入
す
る
の
か

を
示
し
た
い
の
で
あ
る

）
21
（

。

　
明
ら
か
に
、
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
は
フ
ァ
ン
タ
ス
ム
、
夢
、
夢
想
と
い
っ
た
精
神
分
析
あ
る
い
は
心
理
学
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
社
会
・

（
17
）『
パ
サ
ー
ジ
ュ
論
』
の
K
お
よ
び
N
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
18
）P-W

, p. 408.

〔
第
三
巻
、
一
二
頁
〕

（
19
）Ibid., p. 406.

〔
第
三
巻
、
七
頁
〕

（
20
）Ibid., p. 408.

〔
第
三
巻
、
一
二
頁
〕

（
21
）P-W

, Paris, C
apitale du XIX siècle, Exposé de 1939, Introduction, op. cit., p. 47.

〔
第
一
巻
、
三
五
頁
〕
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経
済
的
な
次
元
に
移
行
さ
せ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
う
し
た
概
念
の
移
行
の
う
ち
に
、
マ
ル
ク
ス
が
『
資
本
論
』
第
一
巻
で

展
開
し
た
商
品
フ
ェ
テ
ィ
シ
ズ
ム
概
念
の
痕
跡
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
マ
ル
ク
ス
は
商
品
の
き
わ
め
て
幻
想
的
な
性
質
を

す
で
に
記
述
し
て
い
る
。
商
品
と
主
体
と
の
関
係
は
フ
ェ
テ
ィ
シ
ズ
ム
と
い
う
表
現
で
規
定
さ
れ
て
、
こ
れ
は
「
諸
事
象
の
関

係
の
フ
ァ
ン
タ
ス
マ
ゴ
リ
ー
形
式
」
と
名
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
マ
ル
ク
ス
が
強
調
す
る
と
こ
ろ
で
は
、
商
品
の
使
用
価
値
自
体

は
何
ら
神
秘
で
は
な
い
と
し
て
も
、
そ
こ
に
は
「
神
秘
的
な
価
値
」
や
「
魂
」
の
よ
う
な
も
の
が
付
加
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
ル

カ
ー
チ
も
ま
た
、『
歴
史
と
階
級
意
識
』
の
「
物
象
化
と
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
の
意
識
」
と
い
う
章
で
物
象
化
現
象
に
お
け
る
「
幻

想
的
客
観
性
」、
主
体
の
行
動
に
対
す
る
そ
の
影
響
を
強
調
し
て
い
た
。
商
品
は
そ
の
見
か
け

0

0

0

に
よ
っ
て
、
欲
望
を
目
覚
め
さ

せ
、
想
起
を
約
束
す
る
そ
の
イ
メ
ー
ジ
に
よ
っ
て
自
ら
の
力
を
成
就
さ
せ
る
。
欲
望
さ
れ
る
対
象
が
た
え
ず
先
送
り
さ
れ
、
流

動
的
で
表
層
的
な
ま
ま
に
と
ど
ま
る
の
で
、
欲
求
は
は
か
な
い
現
実
の
な
か
で
揺
れ
動
く
の
だ
。
こ
こ
で
サ
ル
ト
ル
の
セ
リ
ー

性
、
さ
ら
に
は
ロ
ッ
ク
の
「
不
安
〔uneasiness

〕
」、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
悪
無
限
と
い
っ
た
有
名
な
概
念
を
連
想
す
る
こ
と
も
で
き
る

だ
ろ
う
。
ま
た
、
プ
ラ
ト
ン
が
感
覚
的
な
も
の
や
現
象
の
王
国
に
即
し
て
は
か
な
さ

0

0

0

0

を
記
述
し
た
こ
と
も
思
い
浮
か
ぶ
だ
ろ
う
。

商
品
の
所
有
は
つ
ね
に
消
え
去
る
定
め
に
あ
り
、
し
か
し
、
つ
ね
に
必
要
で
あ
る
よ
う
に
み
え
る
の
だ
。
商
品
は
〔
プ
ラ
ト
ン

が
い
う
〕
洞
窟
の
影
の
よ
う
に
象
徴
的
な
仕
方
で
私
た
ち
の
知
覚
を
構
成
し
、
客
観
性
の
基
準
を
生
み
出
す
。
私
た
ち
の
身
体

は
夢
の
シ
ン
ボ
ル
に
似
た
も
の
と
な
り
、
欲
望
が
無
際
限
に
投
影
さ
れ
る
場
と
な
る
。
こ
う
し
た
欲
望
の
先
送
り
に
出
口
は
な

く
、
見
か
け
上
こ
れ
を
征
服
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
そ
れ
は
悪
夢
の
特
徴
を
帯
び
、
ダ
ナ
イ
デ
ス
や
シ
ジ
フ
ォ
ス
の
神
話
の

よ
う
に
、
魔
術
的
な
い
し
は
神
話
的
な
関
係
の
不
明
瞭
な
過
酷
さ
を
思
わ
せ
る
。
つ
ま
り
、
自
分
の
欲
望
を
満
た
そ
う
と
す
る

人
間
の
終
わ
り
の
な
い
、
不
可
能
な
努
力
の
虚
し
さ
が
暗
示
さ
れ
る
の
だ
。
も
っ
と
も
恐
ろ
し
い
悪
夢
と
は
自
分
が
欲
す
る
対

象
が
つ
ね
に
消
え
去
っ
て
し
ま
い
、
そ
の
都
度
、
手
の
中
で
無
に
帰
し
て
し
ま
う
と
い
う
悪
夢
な
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
は
マ
ル
ク
ス
の
フ
ェ
テ
ィ
シ
ズ
ム
理
論
に
並
外
れ
た
特
徴
を
付
け
加
え
る
。
マ
ル
ク
ス
が
強
調
し
た

経
済
的
な
現
象
で
は
な
く
、
あ
る
時
代
全
体
の
生
活
様
式
に
お
い
て
一
般
化
さ
れ
た
現
象
こ
そ
が
問
わ
れ
る
の
だ
。
商
品
は
あ
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る
時
代
の
夢
や
集
団
的
無
意
識
に
ま
さ
に
誘
惑
を
仕
掛
け
る
の
で
あ
る
。
ジ
ャ
ン 

＝ 

ミ
シ
ェ
ル
・
パ
ル
ミ
エ
は
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の

死
後
出
版
に
関
す
る
研
究
で
こ
う
指
摘
し
て
い
る
。「
マ
ル
ク
ス
は
使
用
価
値
と
交
換
価
値
の
関
係
を
め
ぐ
る
分
析
を
純
粋
に

経
済
学
的
な
も
の
に
と
ど
め
た
が
、
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
は
フ
ェ
テ
ッ
シ
ュ
な
対
象
と
遊
歩
す
る
観
察
者
の
複
雑
な
関
係
を
め
ぐ
る
真

の
現
象
学
を
描
き
出
し
た
。
後
者
に
と
っ
て
、
商
品
は
社
会
全
体
の
シ
ン
ボ
ル
や
ミ
ク
ロ
コ
ス
モ
ス
を
な
す
の
だ

）
22
（

」。
こ
の
こ

と
は
『
パ
サ
ー
ジ
ュ
論
』
冒
頭
の
「
パ
リ

―
一
九
世
紀
の
首
都
」
と
い
う
有
名
な
導
入
部
分
で
明
瞭
に
示
さ
れ
て
い
る
。

個
人
は
、
娯
楽
産
業
と
い
う
枠
内
で
さ
ま
ざ
ま
な
気
晴
ら
し
に
ふ
け
る
が
、
そ
の
内
部
で
、
彼
は
密
集
し
た
大
衆
の
一
構

成
要
素
で
あ
り
つ
づ
け
る
。
こ
の
種
の
大
衆
は
、
遊
園
地
の
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー
や
「
回
転
装
置
」
や
「
芋
虫
」
に

乗
っ
て
、
す
っ
か
り
は
し
ゃ
い
で
楽
し
ん
で
い
る
が
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
産
業
的
あ
る
い
は
政
治
的
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ

の
側
が
期
待
を
寄
せ
る
こ
と
の
で
き
そ
う
な
ま
っ
た
く
反
動
的
な
服
従
へ
の
訓
練
を
受
け
て
い
る
わ
け
だ

―
商
品
の
至

上
権
の
確
認
と
商
品
を
と
り
ま
く
さ
ま
ざ
ま
な
気
晴
ら
し
の
輝
き
、
こ
れ
こ
そ
は
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ル
の
芸
術
の
ひ
そ
か
な
主

題
で
あ
る
。
彼
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
的
要
素
と
シ
ニ
カ
ル
な
要
素
と
の
不
均
衡
は
こ
こ
か
ら
生
じ
る
。
生
命
の
な
い
物
体
の
描

写
に
お
け
る
彼
の
巧
妙
な
技
巧
は
、
マ
ル
ク
ス
が
商
品
の
「
神
学
的
気
ま
ぐ
れ
」
と
呼
ん
だ
も
の
に
対
応
し
て
い
る

）
23
（

。

　『
パ
サ
ー
ジ
ュ
論
』
に
お
い
て
は
、
商
品
の
フ
ェ
テ
ィ
シ
ズ
ム
的
性
格
と
夢
の
集
団
（Traum

kollektiv

）
の
観
念
と
が
結
び
つ

け
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
連
関
は
普
遍
的
で
非
歴
史
的
な
構
造
で
は
な
く
、
逆
に
、
一
九
世
紀
を
め
ぐ
っ
て
、
眠
り
と
目
覚
め
の

対
概
念
に
よ
っ
て
政
治
の
機
能
を
想
起
の
歴
史
記
述
の
掛
け
金
と
す
る
作
業
の
中
核
を
占
め
る
。
も
ち
ろ
ん
、
あ
る
歴
史
的
時

代
の
物
質
や
都
市
の
現
象
に
お
い
て
夢
や
幻
像
の
特
徴
を
把
握
し
た
の
は
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
だ
け
で
は
な
い
し
、
彼
が
最
初
に
そ
う

（
22
）J.-M

 Palm
ier, op. cit. p. 458.

（
23
）P-W

, Paris, C
apitale du XIX siècle, Exposé de 1939, section B. « G

randville ou les expositions universelles », op. cit. p. 51.

〔
第
一
巻
、
四
四
頁
〕
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し
た
わ
け
で
も
な
い
。
一
九
八
三
年
に
レ
モ
・
ボ
デ
イ

）
24
（

は
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の
『
パ
サ
ー
ジ
ュ
論
』
と
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト
・
ク
ラ

カ
ウ
ア
ー
の
分
析
の
類
似
性
を
指
摘
し
て
い
る
の
だ
が
、
両
者
に
お
け
る
「
物
質
的
意
味
論
」
を
論
じ
る
こ
と
も
で
き
る
。
同

じ
く
、
ル
イ
・
ア
ラ
ゴ
ン
の
『
パ
リ
の
農
民
』

―
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
が
賞
賛
し
た
作
品

―
も
ま
た
注
目
す
べ
き
テ
ク
ス
ト
で
あ

る
。
と
り
わ
け
「
オ
ペ
ラ
座
の
パ
サ
ー
ジ
ュ
」
と
題
さ
れ
た
テ
ク
ス
ト
に
お
い
て
、
ア
ラ
ゴ
ン
は
不
動
産
投
機
に
よ
っ
て
消
滅

し
つ
つ
あ
っ
た
一
九
世
紀
の
パ
サ
ー
ジ
ュ
の
分
析
に
専
念
し
、
資
本
主
義
の
フ
ァ
ン
タ
ス
ム
的
な
構
造
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ

た
そ
の
時
代
遅
れ
の
形
を
提
示
し
て
い
る
。
た
だ
、
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
す
べ
て
は
政
治
的
な
意
味

―
現
在
時

へ
の
決
定
的
な
方
向
づ
け

―
を
付
与
さ
れ
て
、
凝
縮
さ
れ
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
雰
囲
気
を
帯
び
る
。
こ
う
し
た
現
在
時
へ
の

方
向
づ
け
は
目
覚
め
の
観
念
と
切
り
離
す
こ
と
が
で
き
な
い
（
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
に
お
い
て
目
覚
め
は
夢
の
集
団
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
付
随
す
る
）
。

『
パ
サ
ー
ジ
ュ
論
』
の
い
く
つ
か
の
断
片
を
さ
ら
に
引
用
し
よ
う
。

一
九
世
紀
の
集
団
的
夢
の
現
象
形
式
は
無
視
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
し
、
ま
た
そ
う
し
た
現
象
形
式
は
、
過
去
の
い
か

な
る
世
紀
を
特
徴
づ
け
る
よ
り
も
は
る
か
に
決
定
的
に
一
九
世
紀
を
特
徴
づ
け
て
も
い
る
。

―
だ
が
そ
れ
に
と
ど
ま
ら

ず
、
そ
れ
ら
の
現
象
形
式
は
、
正
し
く
解
釈
さ
れ
る
な
ら
、
き
わ
め
て
実
践
的
に
重
要
な
の
で
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
が
航
行

し
よ
う
と
す
る
海
と
、
わ
れ
わ
れ
が
離
れ
て
い
く
岸
辺
と
を
認
識
さ
せ
て
く
れ
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
一
言
で
言

え
ば
、
一
九
世
紀
の
「
批
判
」
は
こ
の
現
象
形
式
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

）
25
（

。[K
1a, 6]

〔
…
〕
私
が
以
下
で
提
示
し
よ
う
と
す
る
の
は
、
目
覚
め
の
技
法
に
つ
い
て
の
試
論
で
あ
る
。
つ
ま
り
は
、
追
悼
的
想
起

の
弁
証
法
的
転
換
あ
る
い
は
そ
の
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
的
転
換
を
認
識
し
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ
る

）
26
（

。[K
1, 1]

歴
史
を
観
る
に
あ
た
っ
て
の
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
的
転
換
と
は
こ
う
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ま
で
「
か
つ
て
あ
っ
た
も
の
」
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は
固
定
点
と
み
な
さ
れ
、
現
在
は
、
手
探
り
し
な
が
ら
認
識
を
こ
の
固
定
点
を
導
こ
う
と
努
め
て
い
る
と
み
な
さ
れ
て
き

た
が
、
い
ま
や
こ
の
関
係
は
逆
転
さ
れ
、
か
つ
て
あ
っ
た
も
の
こ
そ
が
弁
証
法
的
転
換
の
場
と
な
り
、
目
覚
め
た
意
識
が

突
然
出
現
す
る
場
と
な
る
べ
き
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
は
政
治
が
歴
史
に
対
し
て
優
位
を
占
め
る
よ
う
に
な
る
。
も
ろ

も
ろ
の
事
実
と
は
、
た
っ
た
い
ま
わ
れ
わ
れ
に
降
り
か
か
っ
て
き
た
ば
か
り
の
も
の
と
な
り
、
そ
し
て
、
こ
の
事
実
を
確

認
す
る
の
は
想
起
の
仕
事
で
あ
る
。
実
際
に
、
目
覚
め
と
は
、
こ
う
し
た
想
起
の
模
範
的
な
場
合
、
つ
ま
り
、
わ
れ
わ
れ

が
も
っ
と
も
身
近
な
も
の
、
も
っ
と
も
月
並
み
な
も
の
、
も
っ
と
も
自
明
な
も
の
を
想
起
す
る
こ
と
に
成
功
す
る
よ
う
な

場
合
で
あ
る
。
プ
ル
ー
ス
ト
が
、
目
覚
め
か
け
た
状
態
で
家
具
を
実
験
的
に
配
置
換
え
す
る
と
い
う
話
に
よ
っ
て
言
お
う

と
し
た
こ
と
、
ブ
ロ
ッ
ホ
が
、
生
き
ら
れ
た
瞬
間
の
暗
さ
と
い
う
表
現
で
見
抜
い
て
い
た
こ
と
こ
そ
が
、
こ
こ
で
、
歴
史

的
な
も
の
の
の
次
元
に
お
い
て
、
集
団
的
に
確
定
さ
れ
る
は
ず
の
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
か
つ
っ
て
あ
っ
た
も
の
に
つ

い
て
の
い
ま
だ
意
識
さ
れ
ざ
る
知
が
存
在
す
る
の
で
あ
り
、
こ
う
し
た
知
の
掘
り
出
し
は
、
目
覚
め
と
い
う
構
造
を
も
っ

て
い
る
の
で
あ
る

）
27
（

。[K
1, 2]

　
こ
れ
ら
三
つ
の
断
片
に
よ
っ
て
、
歴
史
認
識
の
見
取
り
図
の
中
核
に
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の
方
法
を
支
え
る
諸
概
念
の
蝶
番
が
据
え

ら
れ
る
。
そ
れ
は
つ
ま
り
、
夢
の
集
団
（Traum

kollektiv
）
、
一
九
世
紀
の
批
判
、
目
覚
め
（Erw

achen

）
、
追
悼
的
想
起
（Erinnerung, 

Eingedenken

）
、
か
つ
て
（G

ew
esene

）
、
現
在
（G

egenw
art

）
、
い
ま
（Jetzt

）
、
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
的
転
回
と
い
っ
た
概
念
で
あ
る
。

　
ま
ず
、
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
に
お
い
て
、
夢
の
集
団
と
は
大
衆
心
理
が
物
象
化
へ
と
回
帰
す
る
こ
と
で
は
な
い
。
そ
れ
は
「
大
衆
の

（
24
）C

f. Rem
o Bodei, « L’expérience et les form

es. Le Paris de W
alter Benjam

in et de Siegfried K
racauer », in H

 W
ism

an, op. cit. pp. 33–48.

（
25
）P-W

, p. 408.

〔
第
三
巻
、
一
一
頁
〕

（
26
）Ibid., p.405.

〔
第
三
巻
、
五
頁
〕

（
27
）Ibid., pp. 405-406.

〔
第
三
巻
、
六
頁
〕
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生
理
学
」
に
関
す
る
一
九
世
紀
の
実
証
主
義
的
、
自
然
主
義
的
な
方
法
よ
り
も
、
む
し
ろ
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ト
、
フ
ロ
イ
ト
の

精
神
分
析
に
近
い
。
マ
リ
オ
・
ペ
ッ
ツ
ェ
ラ
が
指
摘
す
る
よ
う
に

）
28
（

、
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
に
お
け
る
集
団
的
無
意
識
の
観
念
に
と
っ
て

「
弁
証
法
が
第
一
の
契
機
を
、
目
覚
め
が
第
二
の
契
機
を
な
す
。
つ
ま
り
、
目
覚
め
と
は
、
他
者
性
を
帯
び
た
夢
へ
と
私
た
ち

の
意
識
を
開
く
、
理
解
と
解
釈
の
た
め
の
瞬
間
な
の
だ
」。
こ
う
し
て
、
夢
の
集
団
は
、
現
実
そ
の
も
の
に
等
し
い
心
理
的
な

実
体
と
し
て
存
在
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
は
む
し
ろ
、
社
会
的
・
歴
史
的
な
生
活
様
式
の
物
質
的
表
現
を
解
釈
す
る
こ
と

で
歴
史
家
が
暴
き
出
す
象
徴
的
な
形
式
や
形
象
と
し
て
現
わ
れ
る
の
だ
。
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
は
ユ
ン
グ
と
は
違
っ
て
、
こ
れ
ら
象
徴

的
な
形
式
を
歴
史
的
変
化
か
ら
切
り
離
し
は
せ
ず
、
そ
れ
ゆ
え
フ
ロ
イ
ト
の
精
神
分
析
が
彼
の
モ
デ
ル
と
な
る
。
つ
ま
り
、
歴

史
家
の
使
命
は
集
団
に
関
係
し
つ
つ
も
、
個
人
の
分
析
と
い
う
点
で
フ
ロ
イ
ト
の
使
命
に
立
ち
返
る
の
だ
。
ペ
ッ
ツ
ェ
ラ
が
さ

ら
に
論
じ
て
い
る
よ
う
に
、「
特
定
の
文
化
に
お
い
て
作
用
す
る
神
話
的
要
素
と
は
弁
証
法
的
思
考
が
解
読
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
夢
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
。
こ
う
し
た
批
評
活
動
の
切
迫
を
、
自
我
と
無
意
識
と
の
統
合
の
欠
落
か
ら
神
経
症
が
生
じ
る
場

合
に
お
け
る
個
人
の
分
析
の
切
迫
と
比
較
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
フ
ロ
イ
ト
自
身
、
文
明
の
集
団
的
な
病
を
考
察
す
る
必
要
を

感
じ
て
い
た
。
こ
う
し
た
要
求
に
無
頓
着
な
論
理
は
、
現
代
の
大
衆
の
激
情
の
な
か
で
解
体
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
か
ら
だ

）
29
（

」。

　
と
こ
ろ
で
、
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
は
「
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
的
展
開
」
と
い
う
表
現
の
な
か
に
、
夢
と
目
覚
め
の
関
係

―
こ
れ
が
歴
史

記
述
の
作
業
に
政
治
的
次
元
を
付
与
す
る

―
を
め
ぐ
る
あ
ら
ゆ
る
意
味
を
凝
縮
さ
せ
て
い
る
。
歴
史
記
述
に
お
い
て
〈
か
つ

て
あ
っ
た
も
の
（G

ew
esene

）
〉
は
歴
史
家
が
接
近
し
、
関
係
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
固
定
点

0

0

0

と
み
な
さ
れ
て
き
た
。
だ
が
、
ベ

ン
ヤ
ミ
ン
に
お
い
て
は
、〈
か
つ
て
あ
っ
た
も
の
〉
は
解
釈
の
弁
証
法
に
よ
る
追
悼
的
想
起
（Eingedenken

）
の
働
き
を
通
じ
て

位
置
を
変
え
、
閃
光
の
よ
う
に
現
在
時
に
衝
撃
を
与
え
、
瞬
間
や
今
（Jetzt

）
を
非
連
続
的
な
も
の
に
す
る
。
こ
う
し
て
『
パ

サ
ー
ジ
ュ
論
』
の
作
業
は
非
意
志
的
記
憶
や
連
想
の
働
き
と
結
び
つ
い
た
プ
ル
ー
ス
ト
的
想
起
を
思
わ
せ
る
。
抑
圧
さ
れ
眠
っ

た
過
去
の
意
識
の
流
れ
を
そ
の
源
へ
と
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
で
、
一
種
の
唯
物
論
的
記
号
論
は
目
覚
め
を
も
た
ら
し
、
時
代
の
物

象
化
や
次
の
時
代
に
継
承
さ
れ
る
そ
の
政
治
的
空
虚
さ
の
裏
を
か
く
の
だ
。
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こ
の
よ
う
に
論
じ
た
段
階
で
、
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の
歴
史
記
述
に
対
し
て
い
く
つ
か
の
問
い
や
ア
ポ
リ
ア
が
生
じ
て
く
る
。
ま
ず

第
一
に
、
何
人
か
の
批
評
家
が
示
唆
し
て
い
る
よ
う
に

）
30
（

、
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
は
覚
醒
の
概
念
を
通
じ
て
、
歴
史
の
主
体

0

0

0

0

0

と
い
う
歴
史

的
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
復
活
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
他
の
人
々
が
眠
っ
て
い
る
と
き
に
、
目
覚
め
て
い
る

者
と
は
誰
な
の
か
。
誰
が
目
覚
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。
誰
を
介
し
て
予
期
せ
ぬ
目
覚
め
が
生
じ
る
の
だ
ろ
う
か
。
自
分

の
時
代
に
明
晰
な
意
識
を
向
け
る
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の
歴
史
家
を
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
の
梟
に
重
ね
合
わ
せ
て
み
た
く
も
な

る
。
も
し
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
は
ひ
そ
か
に
歴
史
主
義
を
再
び
導
入
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
彼
自
身
、

近
代
性
の
麻
薬
的
な
眠
り
を
も
た
ら
し
た
要
因
と
し
て
歴
史
主
義
を
明
白
に
誹
謗
し
て
い
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、「
歴

史
の
概
念
に
つ
い
て
」
で
否
定
さ
れ
て
い
た
進
歩
の
観
念
が
復
活
し
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
。
資
本
主
義
の
フ
ェ
テ
ィ
シ
ズ
ム
の

諸
形
式
の
な
か
で
過
去
が
麻
痺
し
眠
っ
て
お
り
、
そ
れ
に
対
し
て
現
在
時
が
目
覚
め
て
い
る
と
い
う
進
歩
的
な
構
図
が
導
入
さ

れ
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
。
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
は
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
的
転
回
を
通
じ
て
、
覚
醒
し
た
集
団
（
例
え
ば
マ
ル
ク
ス
の
い
う
階
級
意

識
）
と
い
う
前
衛
的
で
本
質
的
な
観
念
を
、
さ
ら
に
言
え
ば
、
覚
醒
し
た
民
族
と
い
う
概
念
（
例
え
ば
全
体
主
義
的
な
観
念
）
を
再

び
導
入
し
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
。
例
え
ば
、
ナ
チ
は
第
一
次
世
界
大
戦
の
屈
辱
と
自
由
主
義
の
害
悪
に
抗
し
て
「
ド
イ
ツ
よ
、

目
覚
め
よ
」
と
訴
え
て
い
た
の
だ
っ
た
。
と
ど
の
つ
ま
り
、
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
は
、
光
や
真
理
に
近
づ
く
特
権
的
な
哲
学
者
‐
対
話

者
と
い
う
プ
ラ
ト
ン
的
な
人
物
像
を
復
活
さ
せ
る
恐
れ
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
つ
ま
り
、
洞
窟
の
魔
力
か
ら
最
初
に
解
放

さ
れ
て
、
感
覚
的
世
界
の
諸
現
象
の
な
か
で
ま
ど
ろ
む
集
団
を
目
覚
め
さ
せ
る
人
物
の
復
権
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
疑
問
は
次
の
よ
う
な
問
い
に
集
約
さ
れ
る
。
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
は
フ
ロ
イ
ト
の
精
神
分
析
の
諸
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
援
用
し

て
集
団
を
読
み
解
き
な
が
ら
も
、
後
者
が
危
惧
し
た
地
平
に
立
と
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
天
啓
説

（
28
）M

ario Pezzella, « Im
age m

ythique et im
age dialectique. Rem

arques sur le Passagen-W
erk », H

. W
ism

an, op. cit., pp. 517–428.

（
29
）Ibid.

（
30
）C

f. notam
m

ent R
ita Bischof et Elisabeth Lenk, op. cit.
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や
エ
リ
ー
ト
的
な
前
衛
主
義

―
こ
れ
が
ヘ
ー
ゲ
ル
の
『
歴
史
哲
学
講
義
』
に
お
け
る
「
偉
人
」
の
理
論
を
可
能
と
し
た
も
の

だ

―
と
接
近
す
る
こ
と
で
、
分
析
治
療
の
全
体
主
義
的
な
観
念
が
生
じ
る
と
い
う
危
惧
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
大
衆
に
先
行
す

る
歴
史
意
識
が
情
念
に
駆
り
立
て
ら
れ
て
過
去
の
古
び
た
形
式
を
ひ
た
す
ら
破
壊
す
る
こ
と
へ
の
危
惧
で
あ
る
。
こ
う
し
た
問

い
は
か
く
し
て
、
目
覚
め
の
終
末
論
的
・
神
学
的
観
念
を
経
由
し
て
、
呪
術
師
や
世
紀
末
の
指
導
者
と
い
っ
た
カ
リ
ス
マ
的
才

能
へ
と
帰
着
す
る
あ
る
種
の
神
学
政
治
に
も
似
て
く
る
。
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の
政
治
的
思
想
が
退
け
た
は
ず
の
権
威
的
な
温
情
主
義

と
関
係
し
て
く
る
わ
け
で
あ
る
。

Ⅳ
　
精
神
分
析
と
目
覚
め
の
世
俗
的
構
造

　
私
た
ち
は
精
神
分
析
の
モ
デ
ル
に
基
づ
い
て
、
こ
れ
ら
の
ア
ポ
リ
ア
か
ら
『
パ
サ
ー
ジ
ュ
論
』
を
救
い
出
す
と
ま
で
は
言
わ

な
い
。
た
だ
少
な
く
と
も
、
形
而
上
学
に
陥
ら
な
い
政
治
的
な
歴
史
記
述
に
即
し
て
そ
の
意
義
を
方
向
づ
け
直
す
こ
と
は
で
き

る
。
目
覚
め
に
つ
い
て
は
二
つ
の
モ
デ
ル
を
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
一
方
で
、
本
質
化
さ
れ
た
集
団
概
念
と
結
び

つ
い
た
目
覚
め
で
あ
る
。
そ
れ
は
目
覚
め
の
プ
ラ
ト
ン
的
構
造

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

を
備
え
、
前
衛
的
主
体
を
前
提
と
す
る
よ
う
な
目
覚
め
で
あ
る
。

他
方
で
、
非
意
志
的
記
憶
と
い
う
プ
ル
ー
ス
ト
的
技
法
と
結
び
つ
い
た
目
覚
め
が
あ
る
。
そ
れ
は
夢
の
記
憶
を
め
ぐ
る
精
神
分

析
の
作
業
に
近
い
も
の
で
あ
る
。
後
者
の
モ
デ
ル
に
よ
れ
ば
、
目
覚
め
は
時
代
に
先
ん
じ
た
意
識
の
導
入
で
は
な
く
、
各
人

が
何
ら
か
の
解
釈
技
法
に
よ
っ
て
成
し
遂
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
想
起
の
結
果
で
あ
る
。
こ
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
、『
パ
サ
ー

ジ
ュ
論
』
は
見
識
あ
る
集
団
が
必
然
的
に
形
成
さ
れ
る
こ
と
を
主
張
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
作
品
は
、
現
在
の
条
件
や
生

活
様
式
が
過
去
に
由
来
す
る
夢
や
無
意
識
の
構
造
に
囚
わ
れ
て
い
る
こ
と
へ
の
批
判
作
業
の
視
座
を
開
い
た
の
で
あ
る
。
精
神

分
析
が
示
す
よ
う
に
、
覚
醒
の
真
の
経
験
と
は
唯
物
論
的
な
歴
史
家
が
予
期
し
記
述
し
え
な
い
よ
う
な
経
験
で
あ
る
。
そ
れ
は

あ
る
時
代
が
自
ら
に
対
す
る
政
治
的
作
業

―
こ
れ
は
デ
リ
ダ
の
「
夢
を
注
意
深
く
見
守
る
」
と
い
う
実
践
（
註
13
を
参
照
）
と
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不
可
分
で
あ
る

―
と
し
て
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
経
験
な
の
で
あ
る
。
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
に
お
い
て
、
唯
物
論
的
な
歴
史
記

述
は
、
時
代
に
先
行
す
る
「
偉
人
」
や
新
た
な
歴
史
的
英
雄
へ
の
主
意
主
義
的
な
訴
え
に
帰
着
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、

時
代
の
神
秘
を
解
き
放
つ
ア
イ
ロ
ニ
ー
と
い
う
よ
り
謙
虚
な
次
元
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
今
一
度
言
う
と
、
こ
う
し
た
ア
イ
ロ

ニ
ー
に
よ
っ
て
、
私
た
ち
は
運
命
の
魔
力
の
裏
を
か
き
、
過
去
の
チ
ャ
ン
ス
を
新
た
に
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。
こ
う

し
た
チ
ャ
ン
ス
は
集
団
や
選
ば
れ
た
個
人
の
専
有
物
で
は
な
く
、
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の
メ
シ
ア
的
時
間
の
特
性
を
な
す
も
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
メ
シ
ア
ニ
ズ
ム
は
到
来
す
る
も
の
で
は
な
く
、
時
間
の
開
け
そ
の
も
の
を
な
す
の
で
あ
る
（
こ
こ
で
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
い

う
「
明
る
み
〔Lichtung

〕」）
31
（

を
思
い
出
さ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
）
。
か
く
し
て
、
今
一
度
引
用
す
る
と
、「
誰
も
証
人
の
代
わ
り
に
証
言

し
な
い
」
（
註
1
を
参
照
）
の
で
あ
り
、
ま
さ
に
各
人
が
唯
物
論
的
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
に
よ
っ
て
、
歴
史
記
述
の
流
れ
を
さ
か
の
ぼ

り
、
歴
史
に
対
す
る
政
治
的
な
も
の
の
優
越

―
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
的
転
回
の
中
核
を
な
す
考
え

―
を
開
示
す

る
の
だ
。
最
後
に
、
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の
断
章
を
二
つ
引
用
し
て
お
こ
う
。

し
た
が
っ
て
、
一
言
で
言
え
ば
、
一
九
世
紀
の
「
批
判
」
は
こ
の
現
象
形
式
か
ら
始
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
着
手

さ
れ
る
べ
き
は
一
九
世
紀
の
機
械
論
や
動
物
機
械
説
に
対
す
る
批
判
で
は
な
く
、
一
九
世
紀
の
麻
酔
的
な
歴
史
主
義
や
そ

の
仮
装
癖
に
対
す
る
批
判
な
の
で
あ
る
。
な
ん
と
言
っ
て
も
、
そ
う
し
た
仮
装
癖
の
う
ち
に
こ
そ
、
真
の
歴
史
的
存
在
の

シ
グ
ナ
ル
が
潜
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
シ
グ
ナ
ル
を
最
初
に
受
け
止
め
た
の
は
、
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ト
た
ち
で
あ
っ

た
。
こ
の
シ
グ
ナ
ル
を
解
読
す
る
こ
と
、
こ
れ
こ
そ
が
当
面
果
さ
れ
る
べ
き
課
題
で
あ
る
。
そ
し
て
、
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス

ム
が
革
命
的
・
唯
物
論
的
な
基
礎
を
も
っ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、
こ
こ
で
話
題
に
さ
れ
て
い
る
真
の
歴
史
的
存
在

の
シ
グ
ナ
ル
に
お
い
て
こ
そ
一
九
世
紀
の
お
の
れ
の
経
済
的
基
礎
を
最
高
度
に
表
現
す
る
と
い
う
こ
と
の
、
十
分
な
保
証

（
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）M

artin H
eidegger, « La fin de la Philosophie et le tournant », in Q

uestions IV, Paris, G
allim

ard, 2005, p. 295.
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あ
ら
ゆ
る
歴
史
的
出
来
事
は
、
メ
シ
ア
自
身
が
到
来
し
て
は
じ
め
て
完
成
さ
れ
る
。
よ
り
詳
し
く
言
え
ば
、
そ
の
意
味
す

る
と
こ
ろ
は
、
歴
史
的
出
来
事
と
メ
シ
ア
的
な
も
の
と
の
関
係
を
、
メ
シ
ア
自
身
が
は
じ
め
て
救
済
し
、
完
成
し
、
創
り

出
す
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
歴
史
的
な
も
の
は
、
い
か
な
る
も
の
で
あ
れ
、
お
の
れ
だ
け
の
力
で
、
お
の
れ

を
メ
シ
ア
的
な
も
の
へ
と
関
係
づ
け
よ
う
と
望
む
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
神
の
国
は
、
歴
史
と
い
う
可
能
態

の
最
終
目
的
で
は
な
く
、
神
の
国
が
目
標
と
し
て
設
定
さ
れ
る
こ
と
は
不
可
能
と
な
る
。
歴
史
と
い
う
観
点
か
ら
み
れ
ば
、

神
の
国
は
目
標
で
は
な
く
て
終
焉
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
世
俗
的
な
る
も
の
の
秩
序
は
、
神
の
国
と
い
う
考
え
の
も
と
に

打
ち
立
て
る
こ
と
は
で
き
ず
、
し
た
が
っ
て
、
神
政
政
治
に
は
政
治
的
な
意
味
は
な
く
、
も
っ
ぱ
ら
宗
教
的
な
意
味
し
か

な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
神
政
政
治
の
も
つ
政
治
的
意
味
を
徹
底
し
て
否
認
し
た
功
績
に
お
い
て
は
、
E
・
ブ
ロ
ッ
ホ

の
『
ユ
ー
ト
ピ
ア
の
精
神
』
の
右
に
出
る
も
の
は
な
い
で
あ
ろ
う

）
33
（

。

　
目
覚
め
の
技
法
が
も
た
ら
す
批
判
的
次
元
は
、
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の
歴
史
的
メ
シ
ア
ニ
ズ
ム
を
き
わ
め
て
特
殊
な
も
の
に
す
る
。

つ
ま
り
、
メ
シ
ア
ニ
ズ
ム
が
政
治
的
な
も
の
の
神
学
化
で
は
な
く
、
歴
史
を
政
治
化
す
る
衝
撃
と
し
て
理
解
さ
れ
る
の
だ
。
こ

の
衝
撃
に
よ
っ
て
時
間
は
内
在
的
な
進
歩
の
惰
性
か
ら
、
神
の
超
越
性
に
よ
る
神
学
的
な
日
和
見
主
義
か
ら
免
れ
る
の
で
あ
る
。

（
翻
訳
＝
西
山
雄
二
）
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